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ティングの 4P の総合的な戦いであり，それぞれの P について追随者，先導者という立場があ
り得る。そのなかでとくにプロモーション活動に焦点をあて追随制，先導制の概念を導入する
のは，他の 3P は一度決定すると容易に変更できないという制約度が大きいのに対してプロモ







出額を決定するものと考える。製品価格は各社同ーの Pt ， 企業 i の販売量を Qi>生産の変動
費用を Vi ， 生産の固定費用を Di' プロモーション支出を Ai で表すと ， t 期の利潤 Rit は次の
式で示される。
Rit=PtQit -VitQit-Dit -Ait = (Pt -Vit)Qit -Dit -Ait (i =1. 2) (1) 
さて t 期の市場規模を Yt ， 企業 t の市場占有率を Sw 製品 1 単位当たりの粗利益率(固定
.6-.... , .z Pt-Vit 費を含む〉を tnit=一一一ーで表すと ， PtQit =SitYt であるから式(1)は次のようになる。Pt 





われわれはすで、に述べた観点に立って次のようなな式を用いる。なお Yt :::;:Y t - 1 を前提してい
る。
_ pYtEitLitBit Y ー +S'ü t-l (1ー ρ)Y
'E,EjtLjtBjt . -., ，-n.~ j'" (3) 
ただし p は /-1 期におけるブランド浮動層の比率， S'i' t ー 1 は /-1 期における高ブランド・
ロイヤリティ層における t 製品の市場占有率. Eit は t 製品の相対的な製品有効性評点. Lit は
販売力でウエイトづ、けされた i 製品の取扱店数であり . Bit は過去の残存効果を加えた t 期の
有効プロモーション効果で次式で示される。
Bit = αitAit+oαiJ tー lAi. t-l +02α io t-2A i• t-2 + ・・・・・・ (4) 
ここで αμ は企業 t のプロモーションの単位プロモーション支出当たりの相対的効果指標，
S はプロモーション効果の残存係数である。
さて企業 t は Eit. Lit を決めたあと. /期の利潤を最大にするように Ait を決定すると考え
ると，式(2) と (3)から次の式が導かれる。なお E1L1 =b h E2L2 =b 2 と置き，簡略化のため
以後混乱を生じない限り添字の t は省略する。
互空~- pYmlαlb 1 
dA1 b 1B1 十九B2
pYm1b1B1 r ,-, '- dA ーー J 1 .L.1 1 、ー (αlb 1 + α2b 一一土〉ー1=0
2 dA1 
dR2 _ pYm2α2b 2 ρY m2b2B2 " •. • dA ー - 22(α2b 2 + αlb 1一一よ)-1=0dA2 b1B1+b2B2 (b1B1+b2B2)2 ，~"-，， • ~，-， dA2 





この場合は企業 1 .企業 E とも追随者の場合であり，相手企業の行動が自分から独立してい
dA. dA , るからー」=一一土=0 である。これを式( 5) , (6)に代入してまず n1B2 =n2B1 という関係
dA1 dA2 
式が得られ，これを使って Bh B2 について解き， ついで、次のクールノー型複占の解が得られ
る。両企業の行動様式が変わらないかぎり，これは安定均衡解である。
A，c=_!_~ ?_Yb1b1nAJ1 1 戸~1 (b1nl + b2n2)2 vIJ 
A，c=土J pYb 1b2nln2,2_ -cJ 
“ α2 l (b1nl + b2n2)2 - っ
R C-pYb12n1311 … 十一一C1 -m 1Zl 一D11 一 αl(b 1n l+ b 2n2)2 α11m 
pYb2n23 
2C /:.... .....4'4,.:" -", q +_:::_C2 -m 2Z2ーD2α2(b1nl + b 2n2)2 α2446 









企業 I が先導者，企業 E が追随者の場合を便宜上このように呼んでおく。企業日は追随者で
dA1 あり先のクールノーの場合と同様に一一ー=0 であるから，式(6)に代入してん=仇(A1) といdA2 
う企業 H の反応関数が得られる。いっぽう企業 I は企業 E が θ2(A1 ) とし、う反応関数に従って
dA2 行動するものと仮定して自分の利潤R， を最大にしようとする。従ってその推測的変動は一一dA, 
dfJ2(At) =一一一一ーとして求められ，その結果次の解が得られる。シュタッケルベルク正規型は両企dA1 
業が相手の予想通りの行動様式を採るときに成立する安定均衡解である。
A， s= _l_白色竺三一c， ì
品 α1 ¥ 4b2n2 -'/ 
A.S=_l_( pYb竺~- pY虻記-cり1
白 α2 ¥ 2b2 4b2n2 -"/ 
R1-PYbIF212111t t 
t ーー一一一一一 +-~-C ， -m ，Z ， -D，
, 4α ， b 2n2 α1A A A i 
R2S= pY(b山- b,n ,2_+ ~Y~，笠+土C.-m.Z.-D吸







ッケルベルク反転型と呼んでおく。式(11)~(14)の l と 2 を入れ替えることにより次の式が得
られる。
A1U=上(pY主生-pY笠虻-c， ì
Aα，\ 2b , 4b ,2n , -'/ 
A2S1 =_l_( p~.b2虻-Czì
“ α2 ¥ 4b ,n, “/ 
R ,SI =.f!_Y(b1nl-b 2n22__+.f!_芝生竺21+土C， -m ，Z ， -D，
Aαlb ， • 4α ， b ， znl α1AAaι 
l_pYb 2n22 , 1 








































RP=pYbZ3n_Z4. ., 1 (pr:_b z区-Czì-mzZz-Dz




いま bjnl>bznz>O と仮定すると， 4 種類の利潤の聞に次の関係が成立する。言し、かえると
bn の大きい方を企業 I に選ぶということである。なお証明の中で各項に pY がつくが式を簡
明にするため省略している。また bjnl=Cj bznz=cz と置く。
( -1) Rjs>RjG 
R ,S-R ,G= b1nj2 
Aι4αjb 2n2 
bj2nj3 
αj(bjnj + b2nz)2 
b1nj2 {(b jnl + bZn2)2 -4b jnj) 
4αjbZn2(bjnl + b2n2)Z 
分子 X bj=C1Z(Cj 一 C2)2>0 証明終了
( -2) Rjs'>R1B 
,_ D B_ (bjnl-b2n2) _L bz2nz2 bj3n14 _L bjnjZ R1S'-R1B= '-....p....~ ..，~..，，，/ +一一一一一一一 十一一一一一一
1 . ~ 1αjb1 4α1 b 12n jα1(b 13n 1 3 十 b23n23) . 4αlb 2n2 
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(b13n13 + b23n23) {4blb2nln2(blnl -b2n2) + b23n28 + b18n13} -4b15b2n15nZ 
4αlb12bznln2(b13n13+ b23n23) 
分子 =C16 -4C14C2Z + 2C13C23 +4C12C24 -4CIC25 + C26 
=(Cl 一 C2)2{C2(Cl -C2) + C12} 2>0 証明終了
( -3) R1sl>R1c 
R1SI-R1c 
(b1nl-b 2n2> .bzznJ
一一αlb 1 . 4αlb 1 2nl 
b12n13 
α1(b1nl + b2n2)2 
(b1nl + b2n2)2 {4b1nl (b1nl -b2n2) + b22n22} -4b14n14 
4αlb12nl(b1nl + b2n2)2 
分子 =(Cl + C2)2(4c12 -4CIC2 + C22) -4C14 
=4C13C2 -3C12C22 -2CIC23 + C24 
=4C12C2(CI-C2) +C22(CI-C2)2>0 証明終了
( -4) CIC2量 (C2- Cl)2 なら R1S 1 量R1 S
。 I ... '"' blnl-b2n2. b22n22 b1n12 R,S'-R,S="::""=' A ゐ +一一一←一一一一一一一一一
.1 -".1 αlb 1 . 4αlb12nl 4αlb 2n2 
4b1b2nln2(b1nl-b2n2) + b23n23 -b13n13 
4αlb12b2nln2 
分子 = (C2-Cl)3_CIC2(C2ー Cl)
= (C2-Cl) {(C2ー Cl)2_ C1C2} 証明終了
( -5) CIC2量 C1 2 - C2 Z なら R1B量R1S
R ， Bーが=一一 b坐三
1 .&L 1α1(b 1 3n13 + b23n23) 
b1nlZ b1nlZ 
4αlb 2nz 4αlb 2n2 
2b 12bzn14nz -bln12(b13n13 + b23n23) 
2αlb 2nz(b 1 8n13 + b28nz3) 
分子 X b 1 =c行cパC2ー Cl) 一 C2(C22 -Cl引
=C12 (CZ ー Cl)(C12 -C22 -CIC2) 証明終了
(-6) 6CIC2Z + Cz 3 量 2C12C2+ C 1 3 なら R1B這R1c
R1B_R1c b 1
3n14 




α1(b1nl + b2n2)2 
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(b1nl + bznz)Z {4bI3bznI4nZ-blnl2(bl3nl3 十 b Z 3 nz3)} -4b lZbznl3nZ(b 13n13 + bz3nz3) 
4αlbzn2(bI3nI3+ b Z 3 nz3)(b 1 nl 十 b 2n2)2
分子 x b 1 = -C17 -2CI6CZ + 7C15C22 + 3C14C23 -6C13CZ4 -CIZC25 
= CI2(CIZ -CZ2) (6CICZ2 + C23 -C13 -2C12C2) 証明終了
( -1) R2S'>R2C 
①-1 で添字の 1 と 2 を入れ替えればよい。







一掛川? ?一/{\一α一一???? b 23nz
4 目 b 2 nZ2
一一
α2(bI3nI3+ b23n23) , 4α2b 1n l 
一(b 1 3 n1 3 +b23nz3) {4blb22nlnz3 十 bZn2Z(blnl+ b2n2)2} -4b 1 bZ3nln24(blnl 十 b 2n2)2
4α2b lnl (b lnl + b2nz)Z(b 13n13 + b23n23) 
分子 x bz = C15C22 + 6C14C23 -3C13C24 -7 C12C25 + 2CIC26 + C27 
= CIC22(C12 -C22)2 -CIC26 + 3C13C23(Cl -C2) + 3C12C23(C12 ー C22) +2CIC24(C2-Cl)2+C27 
= (CI-C2) (3C13C23_C26) + (C12-C22) (C山2 十 3C1 2C2 3) +2C I C2 4 (C2- Cl)2>O 証明終了
( -3) CIC2言 (C2 一 Cl)2 なら R2S' 量R2S
, n." b2n22 b2n2-b1nl b12n12 R.S'-R.S=←一一一一一一 一一一一一一一白色 4α2b 1nl α2b 2 4α2b 22n 2 
bZ3n23-4blbznlnZ(b2n2-b1nl) -b13n13 
4α2b 1 b/'nln 2 
分子 =C23-4cICZ2 +4C12CZ -C13 
= (Cz -Cl)3 -CICZ(CZ -Cl) 
= (C2-Cl) {(C2-Cl)Z 一 CIC2} 証明終了
( -4) 4C22 量 Cl(CI- C2) なら RzC霊R2S
R2C-R2S= __b22n23 
ゐゐ α2(b1nl+ b2n2)2 
b2nZ- b1n1 b12n12 
α2b 2 4α2b 22n 2 
4b24n24-(b 1 nl 十 b2n2)2(4b22n22 -4b lb2nln2 + b 12n12) 
4α2b22n2(blnl + b2n2)2 
分子 = -CI4 +2c山2 十 3C12C22_4cIC23
= -CI2(CI-C2)2 +4CICZ2(Cl -C2) 
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=Cl(Cl ー C2) {4C22-Cl(Cl-C2)} 証明終了
( -5) R28>R2B 
8_ D B_ b 2n2-b 1nl 上 b 1 2n1 2 b23n24 _ _ L b2n22 R.8_R.B= ~.... ~p. ， +一一一一一一一 +一一一一一
白血 α2b 2 . 4α2b 22n2 α2(b13n13+ b23n23) . 4α2b 1nl 
(b13n13 + b23n28) {4blb2nln2(b2n2 -b1nl) + b13n13 + b23n23}-4blb25nln25 
4α2b lb22nln2(b 13n13 + b23n23) 
分子 =4C14C22_4c15C2-4c12C24+ C16+ 2C13C23 + C26 
=2C 1 4 (Cl 一 C2)2-C16 + 2C14C22 +2CIC23(Cl -C2)2_2cIC25 + C26 
=2C14(CI-C2)2+2cIC23(CI-C2)2+C24(CI-C2)2_C12(C12_C22)2 
=(Cl ー C2)2{Cl (Cl -C2) ー C22 }2>0 証明終了
上のように 4 タイプの複占均衡における利潤の大小関係については無条件で成立するものも






4) (ωτ )C2~ 2'-)C2~Cl なら R1srZ霊R18
5) (ωτ )C2~ -2--)C2ミ Cl なら R1B量R18




3) (ωτ )C2~ 2-' -)C2宅 Cl なら R2SFE霊R28
4) e~ゾ17 )C 注C2---)'，， 2 ミ 1 なら R2C 雲R28
5) R28>R2B 
企業1. II を組合せると， Cl とれの相対的な大きさに対応して 4 つの複占均衡の利潤の間
ー 1+ゾτに次のような大小関係が成立する」とになる。なお一三一ーキ1. 62 , 
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2、/雇 1 1 _ _ _, -97 ¥ 22. '''' ]ム・石. ~ __ 3 十、/吉K=一一一-cos-i COSI-ーマ. )-一一社.75， 一ーユ土土=子2.56， 一一一一一与2.62 である。3 ---3 ¥ --- 44v22/ 3' _.. -, 2 . _ --, 
11+"'5 ¥ (i) トナ)C2>CI の場合 R 1S'>R1B>R1S>R1C, R2s'>R2c>R2s>R2B 
f 1 +v'只\(ii) ト子一)ーの場合 R 1S'>R1B=R1S>R1C, R2 は上と同じ
e~仔)(ii) KC2>Cl>~.' 2v ~ )C2 の場合
R 1S'>R1S>R1B>R1C, R2 は上と同じ
(iv) KC2=Cl の場合 R t S'>R1S>R1B=R1C, R2 は上と同じ
(1十ゾ17)2V~' )C2>Cl>Kc 2 の場合
R j S'>R1S>R1C>R1B, R2 は上と同じ
(vi) (1+♂) Cl = ¥ -2 )C2 の場合 R1 は上と同じ， R2S'>R2C=R2S>R2B 
:Vli) (NE)(1+ゾ17)C2>Cl> 一三一一 C2 の場合
RI は上と同じ， R2S'>R2S>R2C>R2B 
むii ~ (刊百)Cl=¥ 2 )C2 の場合 R1S' =R j s>R1c>R1B, R2S' =R2s>R2c>R2B 
(刊百)(ix) Cl>~ ~ . 2v ~ )c2 の場合 R1S>R1S'>RjC>R1B R2S>R2S'>R2C>R2B 
3. 利潤最大化の下での複占競争
ではそれぞれの企業にとって 4 種類の複占均衡のなかでどれが最も利潤が大きいのであろう
か。 CI>2.62c2 すなわち EILIC(lml>2.62E2L2α2m2 ならばシュタッケルベルク正規型が両企













このモデルによると，複占市場で企業 I の競争力が企業 H の2.62倍以上としづ圧倒的な優位
に立つ場合一一これをガリバー型複占と呼ぼう一一， トップ企業が先導者(リーダー〉となり
2 位企業が追随者(フォロアー〉となるシュタッケルベルク正規型の均衡図式が生まれる。両



























(6) ビール市場は昭和50年代後半に入ってから停滞色を深めてきたが， 61年に 3.9%伸びて 3年ぶりに









例外なくこの 2 つの要因で、 2 位企業にかなり差をつけている。もちろん製品やプロモーション
















具体例として 1.61 C2>Cl のときの競争を取り上げてみよう。この場合 4種類の複占均衡の
利潤の大小関係はそれぞれ R181>RIB>R18>RIG と R281>R2G>R28>R2B であり，両企業と
もシュタッケルベルク反転型の場合に最も利潤が大きい。
図 1-1 4 種類の複占的衝とその利潤順位 (1.61 C2>C 1 の場合〉
ぷ~I 先導制|追随制! I~企業企o業~I 先導制I  追占随吐 制
先導制 I Rλ R2B I Rλ Rl 先導制 I 2 , 3 
追随制 lR18F, RF| RJ, R2C 追随制 I 1 , 2 
図 1-1 からもわかるように，これは企業 I が追随制を採り，企業 H が先導制を採る場合に
のみ成立する複占均衡である。ところが企業 I が追随制を採り，企業 E がなんらかの理由で先
導制ではなく追随制を採ったとすると，企業 l の利潤は R1 G となって 4 位に落ちる。これに対
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して企業 1 iJ~先導制を採ると，企業 H がいずれの行動様式を採ろうと 2 位， 3 位の利潤を確保









図 1-2 利潤の順位 (2.57C2>C1>1. 76C2 の場合〉 図 1-3 利潤の順位 (C 1>2.62C 2 の場合〉
\\\企\業 III 先導制 I 追随制企業 1 ''', \卸 1 1ê~lIíUI企業、 \I\\ 先導制 追随制
先導制 I 4 , 3 先導制 I 4 , 1 
追随制 I 1 , 2 追随制 2 , 3 
企業!と H の競争力格差が拡大し ， 2.57c2>Cl>1. 76c 2 になると状況は違ってくる。このと
きの利潤の順位は図 1-2 の通りであって， ミニ・マックス原理による行動様式は企業 I にと
っては追随制を採ることであり，企業 E にとっても追随制を採ることであるから，ここにクー
ルノー型の複占均衡が成立する。さらに格差が聞き cl>2.62c2 になると利潤の順位は図 1-3
のように動くが， ミニ・マックス原理による行動様式は両企業とも追随制を採ることに変りは
ない。そして企業 I がミニ・マックス原理，企業 Eが利潤最大化原理の行動様式を採ると仮定
すると，図 1-2 の場合は企業 I が追随制，企業 Hが先導制を採ることになりシュタッケルベ























化原理に少し触れておきたし、。企業 i の利益率は p=l とすると次の式で示される。
Ri Di+Ai (Di+ AJ(b1Bl + b2B2) 
t 一王子=mt-1y-=mt- YbtBt (21) 
利益率最大化の一階の条件は次の通りである。
drl 1 b 2B2 α lb 2B2(D1 十A1 ) α2b 2(D1+ Al) dA2 ^ =一一一一一一一一十 一 一一一=0
dA1 Y Yb1B1' Yb1B12 Yb1B1 dA1 ~ 
dr2 1 b1Bl α2b 1B1 (D2 +A2) α lb 1 (D2 十 A2) dA1 ^ -一一=一一一一一一一←ー+ 一 一一一一=0






~_ f D ,+_!_J~/ __Qμ，DI-C1)2(α2D2 -C2) -cJ 1 x (1+~/ ?2~a2~2-~2汁r，v=m ， 一一I l十一寸 f\/ U2 ,'.tJL'1 vl/ ,U2L'2 v.1 C1~ I f¥ ~ U2~2 ':::2~ I (26) YLα， l'V b , ~ , J J . . ¥ ~ , .v b l(αlD ， -C，) J 
T2C=mz-i[D2+ijvb ， (α ，D1-C，)(α2D2 -C2):_-c211 x (1+ザ bl(αlDlーc~?(27) 
























S EiteRiPit-ePi(αμAit) eA i (l itLit) eLi 
咜 - LJtE~~eRJ P jt -ePJ (αjtAjt) eAj (l jtLjt) eLJJ 
なお記号はこれまで、使ってきたものに揃えるため一部変更しており，また次の記号はわれわ
れの定義と若干異なっている。 Lit は企業 i の流通および営業部門の費用 ， 1 it は流通の相対的
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